
平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

徳丸 7月12日 01防災 ミサイル対応
先日、ミサイルが飛んできたと想定した訓練の放送が
あり、シェルターに避難するような案内があった。町内
にシェルターはないのではないか。

正常にJ-アラートが作動するか、放送訓練を行った。シェルターの言葉が
入っていたのは、国の放送内容をそのまま放送したためであるが、松前町
の場合は、頑丈な建物や窓ガラスから離れた場所に避難してほしい。
対応マニュアルについては、未整備なので、早急に対応したい。
（※町ホームページの「防災情報」欄で、内閣官房の国民保護ポータルサイ
トに「弾道ミサイル落下時の行動」を取りまとめたマニュアルを掲載している
ので、参考にしてほしい。）

総務課

徳丸 7月12日 01防災 消防詰所
第４分団消防詰所の敷地は狭く、車も入りづらく感じ
る。緊急時も、消防団の人たちは、車で来ることが難し
く、集まりにくいのではないか。

土地の購入から行ったので、標準的な詰所の面積を基に、その中で１番広
い350㎡の敷地を取得した。他の消防団の状況を踏まえ、自転車や原付な
どを使ってやりくりしてほしい。

総務課

徳丸 7月12日 03水道 浄水場設備
北伊予浄水場は、緊急時に給水用に使える施設となっ
ているのか。

２つのタンクのうち、１つは緊急時に遮断して給水拠点として活用できるよう
にしている。

上下水道課

徳丸 7月12日 07高齢者 高齢者対策
少子高齢化が進む中で、福祉会館等、高齢者対策は
どのように考えているのか。

福祉会館の建設の予定は、今のところない。まずは、介護予防に力を入れ
たいと考えており、町として施設を建てるのではなく、民間の事業者等と協
力して介護が必要でない人を増やしていきたい支えられるだけではなく、支
える側となる高齢者を増やすような観点を含め、介護保険事業計画を見直
し中である。

保険課
健康課

徳丸 7月12日 08農業 農道整備
軽トラックがやっと入れるくらいの農道がある。拡幅して
ほしい。

場所を確認して、対応したい。
（※今年度、地元から事業要望が提出されており、現地を確認した上で判
断する。）

まちづくり課

防災行政無線は 方通行 地域 状況を知らせる
中川原 12月4日 01防災 防災行政無線

防災行政無線は、一方通行で地域の状況を知らせるこ
とができない。自主防災会に双方向性の防災行政無線
を配備できないか。

自主防災会に防災行政無線を配備する効果を踏まえて、今後検討する。 総務課

中川原 12月4日
02道路・交
通・建物

空き家対策
最近、空き家が増えてきているが、空き家を使った、Ｕ
ターンやＩターンの受入れを実施したらどうか。

町内の空き家は、現在260戸余りある。活用できる空き家について検討して
いきたい。

まちづくり課

中川原 12月4日 03水道 水道経営 これまでの剰余金は、どうやって発生してきたのか。
浄水場整備前までは、維持に要していたコストが低かったため黒字が累積
していた。

上下水道課

中川原 12月4日 03水道 水道経営
今後、余剰金がなくなって、赤字が続く状況になった場
合、どこから赤字分を補填するようになるのか。

水道料金の改定が必要になる。 上下水道課

中川原 12月4日 05子育て 待機児童 松前町の待機児童の状況について教えてほしい。
毎年４月は、待機児童ゼロ。ただし、年度途中からの受入れは厳しい状況
となっている。あと、保育士のなり手不足によって、児童の受入れができな
いこともある。

福祉課

中川原 12月4日 06学校 災害
子どもが学校に行っている間に災害が発生した場合、
親への子どもの引渡しマニュアルはあるのか。

災害時には、学校が避難所となっているように学校は安全な場所と考えて
いる。また、警報等が解除され親へ引き渡す場合は、引渡しカードを使っ
て、身元確認をして渡すことになっている。

学校教育課

中川原 12月4日 12その他 公園備品整備 ひょこたん池公園におしゃれな時計を整備してほしい。
前向きに検討したい。
（※他の親水公園も含め検討する。）

まちづくり課

出作 10月19日
02道路・交
通・建物

北伊予駅
周辺整備

北伊予駅の整備について、JR車両基地や貨物駅整備
に伴う自由通路の整備等に１億2,501万円の予算が計
上されているが、これは、駅の整備を含めて全額、松
前町が出すお金なのか。

北伊予駅の自由通路については、総額で約４億円強の事業費となる。事業
年度が複数年になるため、お尋ねの金額は平成29年度に支払う事業費分
となっている。事業費の全額を松前町の歳出予算で支払うが、歳入予算と
して、国や県の補助金を受け入れることになる。

まちづくり課

出作 10月19日
02道路・交
通・建物

北伊予駅
周辺整備

出作と神崎の北伊予踏切の通路を現在工事している
が、この完成予定時期は、いつ頃になるのか。

用地交渉がまとまっていない箇所があるため、完成年度は未定である。用
地交渉がまとまっている箇所については今年度から施工していく。

まちづくり課

1
通 建物 周 備 、 完成予定時期 、 頃 。 渉 箇所 今年度 施 。
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平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

出作 10月19日
02道路・交
通・建物

北伊予駅
周辺整備

北伊予駅周辺の公的施設がなくなれば出作が寂れる
のではないか。

北伊予駅周辺のにぎわいを創出することは課題である。そのためにも、今
回、北伊予駅の自由通路事業を実施している。施設整備をすることで人の
流れができにぎわいが生まれると考えている。

まちづくり課

出作 10月19日
02道路・交
通・建物

空き家対策

松前町で子育てしたい若い方が、市街化調整区域の
古民家を求めることができるか。また、町内の事業所に
勤務する若い方々が子育てのために家を新築する場
合、特例として市街化調整区域内でも家を建てることは
認められるのか。
また、倒壊建物のがれきが台風時期等に近隣に影響
を及ぼしているが、その対策についての考えは。

空き家は、町内に260件程度あって、現在、状況調査が終わったところであ
る。利用できる家屋については使いたいと考えており、所有者の意向を確
認していく。危険な建物については、所有者に適正な管理をするよう伝えて
いく。
町内事業所に勤務する人を特例に、市街化調整区域に家を建てることは
法律上認められていない。調整区域内の土地利用の用途は限られている
ため注意が必要である。

まちづくり課

出作 10月19日 03水道 地下水

地下水を利用している家庭の水道料金はどうなるの
か。
地下水を使っている家庭はどの程度あるのか。
地下水の衛生面はどうなのか。

地下水を利用している場合は、水道料金はかからない。
松前町の上水道は、町内全域に配管しており、約98％は松前町の水道水
が普及している。井戸水を使用されている戸数は数百件ある。使用に問題
がなければ、そのまま地下水を使用されて構わない。
北伊予浄水場は、浄水施設が整備されており、地下水を浄水して各家庭に
給水している。松前町の地下水自体がきれいで水質も安定しているが、井
戸水を使用している人は、定期的に検査機関で水質検査をした方がよい。

上下水道課

出作 10月19日 03水道 浄水場整備
整備計画を予定している西古泉水源地は、現在地に作
るのか。

今後、給水人口に合った施設規模、地質調査を踏まえて検討することにな
る。

上下水道課

持ち帰って検討する
出作 10月19日 03水道 浄水施設門灯

北伊予浄水場がある通りに街灯がないため、夜間、浄
水場の門灯を点灯してもらえないか。

持ち帰って検討する。
（※「浄水場門灯の常時点灯は、施設管理上好ましくないので、街頭の設
置をまちづくり課に要望していただきたい」と区長さんに伝えた。）

上下水道課

出作 10月19日 03水道 水道料金
水道料金について、西古泉浄水場を整備する上で、収
入と支出を同額程度にする値上げを考えているのか。

そのように考えている。今後、詳細な整備費用を積算した上で、水道料金
がどの程度上がるのか、住民や議会に早目に説明する。

上下水道課

出作 10月19日 05子育て 二名保育所閉園 二名保育所の閉園について知りたい。

耐震診断の結果、耐震力のない建物であることが判明。子どもの安全面を
確保し、子どもの送迎用の駐車場を備えた保育所を現地で整備することは
非常に困難であると判断した。検討を進める中で、青葉幼稚園の園舎建替
えと認定子ども園にする計画の話があったのでその整備状況を踏まえて、
二名保育所を閉園の方向としている。閉園の具体的な時期は、決定してい
ない。

福祉課

出作 10月19日 05子育て 保育料
青葉幼稚園が認定こども園になった場合、保育料は今
と同額程度と考えてよいのか。

公立、私立とも保育料に変わりはない。 福祉課

出作 10月19日 07高齢者 介護 老々介護、認々介護の対策について教えてほしい。
このまま高齢者が増加していけば、現在の介護保険制度では立ち行かなく
なるため、国は、2025年までに住み慣れた地域で介護の必要な高齢者を
支える「地域包括ケアシステム」の確立を目指している。

健康課
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平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

出作 10月19日 12その他 事業配分

昨年の町政懇談会において、予算を伴う要望を行った
際、町長から次のような話があった。
松前校区の中には、松前町の税金は松前校区が一番
払っているのに、北伊予校区の農地整備にお金がか
かり、一番税金を使っていると思っている人がいる。
そう言われると、北伊予は松前の厄介者みたいに思っ
てしまうが、今、同じような事を言われたら町長はどの
ように答えてもらえるのか。

私がそのように思っている訳ではなく、松前校区の方がそう言っているとい
うことでお話をした。お金のかかる時期は、整備が必要となる地域・場所に
よってそれぞれ違うわけで、全体を見ながら必要性の高いところから順に
事業を進めていく話であることは伝えている。

総務課

出作 10月19日 12その他
二名保育所跡地

利用

二名保育所が閉園した場合の跡地利用は決まってい
るのか。跡地の利用について出作に相談してもらえる
のか。

具体的なことはまだ決まっていない。
町の大切な財産なので、売却あるいは貸出し等、新しい利用方法を考え
る。

福祉課

出作 10月19日 12その他 人口減少対策 松前町の人口減少対策について

町の人口ビジョンを設けて人口の推移を行ったところ、このまま何もしなけ
れば、2060年には松前町の人口が19,000人となる。そこで、2060年に
25,000人までに減少を抑制するため、総合戦略を策定して様々な施策を実
施している。

総務課

出作 10月19日 12その他 町内事業者活用
出作の施設整備を実施する場合、出作の業者を使って
もらいたいと考えるが、町としての考えは。

町に指名届出のある業者から優先的にお願いしている。基本的には、地元
の業者にお願いしたいと考えているが、そうした業者がいない場合には、
やっていただける業者を探すことになる。

財政課

出作 10月19日 12その他 役場職員 役場職員は地域行事にあまり参加してくれない。 地域行事に参加するよう、職員に伝えていく。 総務課

神崎 6月30日
02道路・交
通・建物

北伊予駅
自由通路

北伊予駅の西口からの通路の完成はいつか。 平成31年度の完成を予定している。 まちづくり課

神崎 6月30日
02道路・交
通・建物

道路整備
線路付近の通学路（JA北伊予支所南側）を整備した
後、道路が狭くなった。その結果、カーブのところで交
通状態が悪化しているが、計算通りなのか。

平成25年に地権者へ説明した時から計画を変更していない。説明したとお
り、通学路確保を目的に、法律に基づいた正規の道路を整備した。渋滞に
ついては、南側の道路を利用していただけたらと思っている。

まちづくり課

神崎 6月30日
02道路・交
通・建物

ホッケー公園
設備

ホッケー公園東のグラウンドに植樹をして、日陰を作る
予定はあるのか。

グラウンドの南と東に桜の木を植えているが、それ以外に植樹して日陰を
作る計画はない。一般開放に当たり、申し出があればテントを貸し出すこと
を計画している。

社会教育課

神崎 6月30日
02道路・交
通・建物

東公民館前
道路

放課後こども教室から出てくる車と、前の道路の道を走
る車が接触しそうな時がある。利用する保護者に再
度、気を付けるよう伝えてほしい。

現場確認をして、十分注意するように伝えていきたい。
（※現場確認後、公民館出口に注意喚起の掲示をした。今後、カーブミラー
等の設置の必要性があれば関係機関と協議したい。）

社会教育課

神崎 6月30日 03水道 水道料金
水道料金がいつ、どの程度値上がりするかは決まって
いるのか。

まだ決まっていない。値上がりする場合は、早目に報告したい。 上下水道課

神崎 6月30日 05子育て
二名保育所

閉園
二名保育所が耐震規定を満たしていないため、閉園す
ると聞いた。今後はどうなるのか。

平成27年に行った耐震診断の結果、耐震補強を行っても規定値を望めな
いことが分かっている。現在の園児が卒園するまでは、開園する予定。今
後、保護者にもう一度説明をしたい。

福祉課

神崎 6月30日 08農業 はだか麦 松前町産のはだか麦だけを出荷できないのか。
松前町で生産したはだか麦だけを選別することは可能。重信にあるジェー
ビングファームと調整している。今後、工夫が必要だと思っている。

産業課

鶴吉 7月20日
02道路・交
通・建物

ホッケー公園
設備

体育館は一面しかないし、ゲートボールなどもしづら
い。健康増進センターとして、ホッケー場をもっと活用さ
せてほしい。

ホッケー場は、人工芝であるのでスパイクなど人工芝を痛めてしまうものは
制限させてもらうが、それ以外のものなら、大字の運動会など様々な目的
に利用してほしい。

社会教育課

鶴吉 7月20日
02道路・交
通・建物

ＪＲ車両基地 JR車両基地と新駅の完成状況はどうなっているのか。
車両基地への新駅の整備は、伊予市が実施する予定。ＪＲ車両基地は県
から平成31年度中に完成予定と聞いている。

まちづくり課
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平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

鶴吉 7月20日
02道路・交
通・建物

ホッケー公園
設備

避難所となっているホッケー公園体育館は、耐震診断
を行っているのか。

現在、十分な対策がとれていない状態。
（※耐震診断は、未実施である。同施設は、稼働率が高く利用者も多いこと
から、施設の必要性を十分検討し、今後の方向性を決めたい。）

社会教育課
総務課

鶴吉 7月20日
02道路・交
通・建物

道路整備

県道八倉松前線の交通量が増大している。８トンの大
型車が通ると、建物が振動する。跨線橋沿線の防音設
備をお願いしたい（騒音調査を県が実施しているので、
町からも設備検討の要請をしてほしい）。また、通学時
だけでも、制限はできないのか。

騒音の件については、状況を確認し、要請していきたい。
振動の件については、沿線の他地区で24時間の振動調査を実施したが、
いずれも基準以内だった。基準以内であると、要請も行いにくいのが現状。
（※12月11、12日に永田・鶴吉の２箇所で振動調査を実施。）

町民課

鶴吉 7月20日 03水道 水道管 水道管の老朽化が進んでいるので、更新してほしい。
現在、鶴吉地区の水道管の更新については、県の工事などに併せて実施
している。一部の部分だけすぐに実施するのは難しいのが現状。

上下水道課

鶴吉 7月20日 09観光
観光

パンフレット
観光パンフレットはないのか。インターネットで検索して
みても、情報が古いままで更新されていない。

昨年、パンフレットの更新を行った。今後、サイクリングの事業を進めていく
予定なので、その内容を含め、分かりやすいパンフレットの作成について検
討していきたい。

産業課

鶴吉 7月20日
11文化・歴

史
歴史に関する
施設・冊子

合併前のことなど、松前町のことが一目で分かるような
施設があったほうがよいのではないか。

施設は、建設費や管理費の関係ですぐに取り掛かることは難しい。現在、
松前町誌の再編さんを進めている。その中で、簡単に概要が分かる冊子の
作成も検討したい。

社会教育課

横田 11月14日
02道路・交
通・建物

大谷川
大谷川沿いの道路に照明が少ない。不審者に後ろから
付けられて民家に助けを求めた子どももいる。防犯灯
や街灯の希望を町に出しているがどうなっているのか。

現在、組長にどこに街灯を設置したらいいか希望を聞き、調整をお願いし
ているところである。

まちづくり課

南黒田工業団地の誘致等について

横田 11月14日
02道路・交
通・建物

南黒田工業団地

南黒田工業団地の誘致等について
①地産地消ができるような企業を誘致してほしい。
②現状は調整区域で家を建てられないので、家を建て
られるよう検討してほしい。
③他自治体の例のように、町自前の電力発電を検討し
てほしい。

①まずは公害・悪臭・騒音がないような企業の誘致を考えている。今回の
意見も参考にして、様々な方の意見を聞き、取り組んでいきたい。
②町としても課題と考えており、検討を進めていきたい。
③原材料の資源が松前町はないので、選択肢としては低いと考えている。

まちづくり課
産業課

横田 11月14日
02道路・交
通・建物

ホッケー公園
ホッケー場は、ホッケー以外のスポーツでは利用できな
いのか。人工芝にラインを引くことはできないか。

人工芝が傷まないようなスポーツ（スパイクを履かない等）であれば利用可
能。ラインは、粉が人工芝の中に入ってしまうと取ることができなくなってし
まうので控えてほしい。

社会教育課

横田 11月14日
02道路・交
通・建物

ホッケー公園
ホッケー場に照明灯の設置し、夜間練習を行うことはで
きないか。

すぐに夜間照明を設置することは難しいが、今後の利用方法の拡大に伴い
検討していきたい。

社会教育課

横田 11月14日 04環境 草刈り
横田に通っているＪＲの線路に雑草が生え、近隣の農
家の人が草刈りをしている。年に１回でもいいので、ＪＲ
に草刈りをしてもらいたい。

ＪＲに意見を伝えておく。 まちづくり課

横田 11月14日 12その他 大谷川

大谷川は、部分的に河床掘削を行っていると思うが、
雨などですぐに土砂が堆積するなどして、現状では変
化を感じない。工事方法を変えたほうが良いのではな
いか。

地方局に同じような意見は伝えている。改めて意見を伝えておく。 まちづくり課

横田 11月14日 12その他 清掃整備

人口減少・高齢化で、大字で管理していた水路・道路・
川の管理（清掃・整備）ができなくなっている。支援をし
てもらうことはできないか。また、河川と農業用水路の
線引きもよく分からない。

町にできることがあるかどうかを検討し、区長に報告する。
河川と水路の区別についても確認したい。
（※中窪川は、河川断面が大きく地元対応できないということで、河床掘削
が必要な場合は、地区から事業要望するように伝えている。）

まちづくり課

44



平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

横田 11月14日 12その他 雇用環境
若者が田舎から都会に出て行ってしまう。働ける場所、
雇用ができる場所を創設してほしい。

南黒田工業団地の話が中断していたが、伊予市と協議を再開した。今後
も、協議して連携を図りながら南黒田工業団地の企業誘致を進め、雇用を
促進させたい。その際には、地元から優先して雇用するような政策を進め
たいと考えている。

まちづくり課

大溝 4月7日 01防災 消火栓
先般火事があった際、水利に苦労したと聞いた。消火
栓を１箇所ほど増やしてほしい。

水利関係は、消防署で計画的に設置しているため、検討してもらうよう伝え
ておく。
（※消防署へ検討依頼済。増設希望箇所付近には、既設の消火栓が設置
され、水利確保ができていると判断するため設置は考えていないが、増設
希望箇所以西100メートル付近は、水利確保ができていないと判断している
ため、平成30年度において増設を予定しているとのこと。）

総務課

大溝 4月7日
02道路・交
通・建物

ひまわりバス
ひまわりバスのコースに大溝を入れてほしい。将来、免
許証を返納したときに利用できれば安心する。

去年、横田地区でもひまわりバスを走らせてほしいと要望があった。不公平
が生じないよう、現在検討中である。

町民課

大溝 4月7日
02道路・交
通・建物

ＪＲ基地

ＪＲの基地が完成してトラブルになった場合や排水した
水で大溝地域に被害があった場合は、ＪＲと大溝が交
渉してくれという県の説明があった。その場合、町が間
に入ってくれることはできないか。

汚染水が排水されたとなれば、行政として問題を改善するよう指導する。し
かし、損害賠償など当事者間で解決すべき場合は、ＪＲと大字との話し合い
になると考える。

町民課
まちづくり課

大溝 4月7日 04環境 河川汚染
食品工場が移ってきてから長尾谷川に汚い水が流れ
ることがある。また、風向きによってものすごく臭い日が
ある。どうにかならないか。

以前、大溝から話があったときに機械計測を行ったが、環境基準は超えて
いない結果だった。
（※他企業と同等で、法規制の対象外。毎月一度のパトロールを行ってい
るが、そのような状況は確認できていない。）

町民課

松前町で 散歩のときにリ ドを付けていなかったり
大溝 4月7日 04環境 犬

松前町で、散歩のときにリードを付けていなかったり、
狂犬病の注射もしていなかったりといった事例はある
か。

リードを付けないで散歩させているのは、年に１、２件ある。通報があれば
職員が直接指導している。

町民課

大溝 4月7日 09観光 はんぎり
はんぎり甲子園を今後進めていくためには、専用施設
の設置や指導者の養成が必要になるのでは。

施設は欲しいが、場所や費用、管理を考慮して検討していきたい。はんぎり
普及については、テレビ放送を続けて地道に広めていきたい。

産業課

大溝 4月7日 12その他 役場駐車場
役場北側の駐車場がなくなって、イベントがあるときに
とても不便となった。今後の計画や町の考えを教えて
ほしい。

周辺に適当な土地がないため、集客の多いイベントについては、グラウンド
を駐車場として使用しているのが現状である。新たに土地を購入して駐車
場を造るのではなく、今の敷地で駐車枠を増やせないか検討を進めていき
たい。
（※旧保健センターを除却して、駐車場を設置する予定。）

総務課

大溝 4月7日 12その他 窓口番号札
年度末に町民課に行ったが混雑していた。金融機関の
ような自動番号札を導入してはどうか。

あらかじめ混雑が予想される日は、番号札を用意している。しかし、混雑を
予想していない日には用意していないため、対応できていないのが現状で
ある。

町民課

永田 4月25日
02道路・交
通・建物

道路整備
昨年、県道214号線の振動調査を行ってもらったが、通
行量や調査場所に問題があったように思う。再度調査
してほしい。

調査方法は指定されており、平均で数値を出している。平均であると、基準
を超えていないという調査結果となった。部分的に高い数値が出ているとこ
ろは確認している。調査方法等、再度検討したい。
（※12月11、12日に永田・鶴吉の２箇所で振動調査を実施。）

町民課

永田 4月25日
02道路・交
通・建物

道路整備
昨年、道路の舗装を依頼したが、一部しか（西組交差
点）終わっていない。残りの部分はどうなるのか。

本年度は、起終点の部分を行った。全体は、来年度以降の計画としてい
る。

まちづくり課

永田 4月25日
02道路・交
通・建物

道路整備
１メートルに満たない道路でも、要望したら直してもらえ
るのか。

土地改良事業に該当するような農道は、地元負担もあるが、町が行う。 まちづくり課

永田 4月25日
02道路・交
通・建物

ＪＲ基地
ＪＲ横田基地は、いつ完成するのか。子どもたちが通行
するので、安全対策を十分にしてほしい。

平成31年と聞いていたが、埋蔵文化財が出たことから、車両基地全体の工
事が遅れている。再度、県に確認したい。安全対策については、県と協議し
ながら進めていきたい。（※平成31年度完成予定（県確認済み））

まちづくり課
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平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

永田 4月25日 06学校
放課後

児童クラブ
孫が北伊予小の児童クラブに入会できた。両親が働い
ている家庭にはありがたい。

北伊予小児童クラブは、120人の定員で112人の受け入れとなっている。放
課後児童クラブの入会率は、北伊予地区が一番高い。利用はありがたい
が、お世話をする人も必要である。週に１回でも２回でもお手伝いできる人
がいれば、手伝ってほしい。

福祉課

永田 4月25日 07高齢者 認知症
認知症の人を地域で支えるシステムとは、どのようなも
のなのか。

介護保険制度では、「年をとってもなるべく住み慣れた町で暮らしていく」と
いうことが方針になっている。そこで昨年、地域の人やかかりつけ医に認知
症を理解してもらおうと、地域包括支援センターの社会福祉士や保健師が
相談を受け付け、町内の医者につないで認知症の健診に行ってもらった。
今後は、認知症の方が問題行動をとった場合の対応方法を広く普及してい
きたいと考えている。役場の専門職や介護施設の職員だけでは人手が足
りないので、地域の方にも手伝える所は手伝っていただけたらと思ってい
る。協議する場をつくっていくので、ぜひ参加してほしい。

健康課

永田 4月25日 08農業 農地集積化
農地の集積化は、個々人だけでは限界がある。行政や
農協に担当部署、係を配置し、進めていってほしい。

現在、新規就農者支援等を含め、人・農地プランを作っている。個人では難
しい事案があれば、役場の農業振興係に相談していただけたらと思う。
制度が変わって新たに「農地最適化推進委員」が設置されている。その人
を中心に、どの部分の支援が必要であるのか検討してほしい。それによっ
て、町としてできることを対応していきたい。

産業課

永田 4月25日
11文化・歴

史
文化財

町民が文化財について知ることができる機会を作って
ほしい。永田地区には、立派な仏像もある。修復等の
援 も

北伊予地区には、「北伊予の伝承」の立派な冊子があるので、みんなで共
有して活用していきたい。
仏像の修復については 文化財的な価値があればできるかもしれないが

社会教育課
史

支援はしてもらえないのか。
仏像の修復については、文化財的な価値があればできるかもしれないが、
そうでないと政教分離の関係があり、難しいのが現状。

永田 4月25日 12その他 医療 ドクターヘリは、松前町にも飛んでくるのか。
ドクターヘリは、県が所有しており、降りる所が指定されている。松前町は、
ヘリよりも自動車の方が早い。

総務課
（松前消防署）

永田 4月25日 12その他 水産業（ハモ）
平成29年度の水産業（ハモ）に対する補助金は、どの
ようなものなのか。

水槽を大きくするため、補助金を出した。去年の夏場、ハモが大量に獲れ
ても水槽が小さすぎたために、空気を送ることができず死んでしまったこと
が背景にある。

産業課

東古泉 3月19日 01防災 耐震診断
耐震診断制度などの事前対策のＰＲに力を入れてはど
うか。

担当者が各家庭を回って補助制度の周知を図っている。利用者は、徐々に
増えてきているため、継続してＰＲをしたい。

まちづくり課

東古泉 3月19日
02道路・交
通・建物

通学路
通学時間に、県道八倉松前線を通る大型車両の通行
量が多い。通行規制できないか。

引き続き、道路管理者、警察と協力して対応したい。通行規制が可能かど
うか確認して報告する。
（※既に、踏切を越えてからバイパスまでの間は、登校時間（７～９時）と下
校時間（16時～18時）は、トラックの通行規制を行い、時速も30ｋｍ制限とし
ている。それ以外の区域については、歩道が整備されているため通校制限
はできない。）

学校教育課

東古泉 3月19日 03水道 水道料金
近隣市町と比較して、松前町の水道料金はどのくらい
安いのか。

手持ち資料がないので、この場で回答できない。
（※使用水量10㎡当たりの比較）
松前町　848円　松山市　1,151円　伊予市　1,274円　東温市　1,240円
砥部町　939円　久万高原町　1,541円

上下水道課

東古泉 3月19日 09観光 町のＰＲ
松前町をＰＲするため、はだか麦を使った商品の開発
や東レの工場見学ができないか。

愛媛県産のはだか麦パンのキャンペーンをエミフルで実施した。また、平成
28年度から国の交付金制度を利用してはだか麦プロジェクトを進めており、
注力しているところである。工場見学については、以前から依頼していると
ころであるが、機密保持の関係で難しいとの回答であった。

産業課

66



平成29年実施　町政懇談会の記録（北伊予校区）

地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨
回答等の要旨

（※印は、平成29年12月末現在の対応状況です。）
担当課等

東古泉 3月19日 12その他 ふるさと納税
ふるさと納税の実績が県内ワースト３くらいだったと思
う。今後の展開について、町の考えを聞きたい。

クレジットカード決済など簡単にふるさと納税ができるような体制作りを検討
しているが、専用サイトに参加して積極的に納税額を増やす取組までは考
えていない。

総務課

77


